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決定された。
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ま ぇ か き

今日、宇宙開発は、通信、放送、気象観測、地球観測、航行、科学観測等の

広範な分野にかて人工衛星の開発、利用が進められ、日常生活の中で重要な

役割を果たすまでに至っている。

世界ゐ宇宙開発は、米国に封するスぺ置スシャトルの運行並びに宇宙基飽計

画の具′勘と、欧捕こおけるアリアンロケットの実射巳等、新たな展開がみられ

一方、我が国にかてほ、これまでに2 9個の人工衛星の打上げに成功し、

● 科学研究及び実利用の両分野にほぼ所期の成果をあげている。陣8月にはN

-旺ナットにより静止気象衛星3号(GMS細3)「ひまわり3号」の打上聞こ

成功し、本年1月にはM」3SⅡロケットにより試験惑星探査機(MS-T5)

「さきがけ」の打上げに成功したところである。

今や、我が国も科学研究及び実利周の両分野にわたって多様な計画を推進す

ることが可能を段階に達したということができる。

本「宇宙開発計副は、以上のような内外の情勢、国内の研究及び開発の進捗

状況、宇宙の利用に関する長期的見通し等を踏まえ、また、社会的必要性及び

国力との調和、自主性の確保、国際的活動との調和を基本方針とした宇宙開発

政策大綱の趣富に沿って、具体的な開発プログラム等を定めたものである:

これらの開発プログラム等の推進に当たっては、これまでの開発経験かち得

●
ら器嵩嵩霊誓書言霊豊三業三㌔
とおりである。



●

1.第13号科学衛星(MUSES-A)にっいて、 M置3SⅡロケットにより、

昭和64年度に打ち上げることを目標に開発を行うこと。

2.静止気象衛星4号(GMS-4)にっいて、 H-Iロケットにより、昭和

6 4年度に打ち上げること.を目標に開発を行うこと。

3・重量的550塙の静止衛星打士幌カを有するH-Iロケットにっいて、

H-工ロケット(2段式及び3段式)試験機並びにH-Iロケット(3段式)1

号蟻坂び2号撥の開発を引き続き進めるとともに、放送衛星3号-a(BS-

3a)を昭和63年度に・、静止気象衛星4号(GMS置4)を昭和64年度にそ

れぞれ打ち上げることを目標に、 H置Iロケット(3段式)3号機及び4号撥

の開発を行うこと。

4・磁気圏観測衛星(GEOTÅIL)にっいて、所要の開発研究を行うこと。

5・米国が提唱する宇宙基地計画の予備設計段階(フェーズB)の作業に参加す

るため、実験モジュールの予備設計等を行うこと。

6・ 1 9・90年代の大型人工衛星打上げ需要に対処するためのH置Ⅱロケ吊

の研究を行うこと。



I 科学の分野の開発計画

Ⅱ 観測の分野の開発計画

Ⅲ 通信の分野の開発計画

Ⅳ 宇宙実験の分野の開発計画

Ⅴ 宇宙基地の分野の開発計画

Ⅵ 人工衛星系共通技術の分野の開発計画

Ⅶ 輸送系共通技術の分野の開発計画

Ⅷ 施設の整備

Ⅸ その他の施策

Ⅹ 予算
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I 科学の分野の開発計画

1.開発プログラム

(1)人工衛星の選局

① 第6号科学衛星(EXOS-B)

電子密度、粒子線、プラズマ波等の観測を行うことを目的として、

昭和53年9月に打ち上げた第6号科学衛星(EXOS-B)「じき

けん」を選局する。

② 第4号科学衛星(CORSÅ-b)

Ⅹ線星、 Ⅹ線バースト、超軟Ⅹ線星雲等の観測を行うことを目的

として、昭和54年2月に打ち上げた第4号科学衛星(CORSA

」b旧まくちょう」を運局する。

⑧ 第7号科学衛星(ASTRO-A)

太陽硬Ⅹ線プレヤの2次元像及びスペクトル、太陽粒子線等の観

測を行うことを目的として、昭和56年2月に打ち上げた第7号科

学衛星(ÅSTRO-A)「ひのとり」を運席する。

④ ●第8号科学衛星(ÅSTRO-B)

Ⅹ線星、iX線銀河、軟Ⅹ線星雲等の観測を行う・ことを目的として、

昭和5 8年2月に打ち上げた第8号科学衛星(ÅSTRO-B)「て

んま」を選局する。

⑤ ’第9号科学衛星(EXOS-C)

光学的に成層圏、中層圏の大気研究を行うとともに、第3号科学

衛星「たいよう」により発見された南大西洋地磁気異常帯上空での電

離層プラズマの特異現象を解明することを目的として、昭利59年

之月に打ち上げた第9号科学衛星(巳XOS-C)「おおぞら」を運届

する。

⑥ 試験惑星探査機(MS-T5上

M-3SⅡロケット1号撥の性能を確認するとともに、惑星間軌

道達成とこれに開通した姿勢制臥超遠距離通信等の技術を習得す

ることを目的として、昭和60年1月に打ち上げた試験惑星探査機

因り国
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(MS-T5)「さきがけ」を運用する。

(2)人工衛星の開発

① 第10号科学衛星(PLÅNET-A)

第1 0号科学衛星(PLANET-A)ほ、地球軌道より内側の惑

星間70ラズマの研究及びハレー彗星の紫外領域における観測研究を

行うことを目的とした衛星で、 M-3SⅡロケットにより、昭和

6 0年度に太陽風回軌道に打ち上げる。

② 第11号科学衛星(ASTRO-C)

第1 1号科学衛星(ASTRO-C)は、活動銀河の中心核のⅩ線

源の観測及び多様なⅩ線天体の精密を観測を行うことを目的とした

衛星で、 M-3SⅡ雪ケットにより、昭和61年度に高度約500

k問の略円軌道に打ち上げることを目標に引き続き開発を進める。

⑧ 第12号科学衛星で巴XOS-D)

第1 2号科学衛星(EXOS-D)は、地球磁気圏におけるオーロ

ラ粒子の加速機構及びオーロラ発光現象等の清密観測を行うことを

軸とした衛星で、 M-3SⅡロケットにより、醐63年度に近

地点高度約400k鵬、遠地点高度約1 0・000長鳳の長橋目撃寝軌

道に打ち上げることを目標に引き続き開発を進める。

④ 第13号科学衛星間USES-A)

第1 3号科学衛星(剛SES-Å)ほ、惑星探査に必要となる軌

道の精密標定・制御・高効率データ伝送技術等の研究を行うととも

に、その一環としての月スイング・バイ技術の試験を行うことを目

的とした衛星で、 M-3S旺ケットにより、昭利64年度に打ち

上げることを目標に開発を行う。

(3)人工衛星の開発研究

磁気圏観測衛星(GEOTAIL)

日米協力として我が国が衛星の開発を担当し、米国がスぺ-スシャ

トルを用いた打上げ等を担当して、地球の夜側に存在する長大を磁

気圏尾部の構造とダイナミックスに関する観測研究を行うことを自

国圏岳
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的とする磁気圏観測衛星(GEOTAIL)について開発研究を行う。

2.研究

天文系科学観測シリーズにっいては、物理学の基本法則や宇宙の生成、

進佃こ関する諸天体現象の研究を行うため、各種宇宙放射線の観測に必要

な技術等の研究を行う。

地球周辺科学観測シートズにっいては、太陽・地球間の諸物理現象を解

明し、地球環境の推移に関する研究を行うため、高層大気、電離層、磁気

圏プラズマ等の構造の観測やそれらに関する実験に必要な技術等の研究を

行う。

月・惑星探査シリ・置ズについては、惑星間空間の諸物理現象や月・惑星

及びそれらの大気などの生成、進化過程の研究を行うため、各種の観測技

術、機器等の研究を行う。

星団岳
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Ⅱ 観測の分野の開発計画

1.開発プログラム

(1)人工衛星の運用

静止気象衛星3号(GMS-3)、静止気象衛星2号(GMS-2)及

び静止気象衛星(GMS)

我が国の気象業務の改善及び気象衛星に関する技術の開発を目的と

して、昭和5 9年8月に打ち上げた静止気象衛星3号(GMS賀3)「ひ

まわり3号」を運用する。

また、静止気象衛星2号(GMS-2)及び静止気象衛星(GMS)に

ついてはその管理を行い、必要に応じて試験等を行う。

(2)人工衛星の開発

① 海洋観測衛星1号(MOS-1)

海洋観測衛星1号(MOS-1)は、海洋面の色及び温度を中心と

した海洋現象の観測を行うとともに、塊球観測のための人工衛星に

十共通を技術の確立を図ることを目的とした衛星で、 N-Ⅱロケット

により、昭和6 1年度に高度900k紬の太陽同期軌道に打ち上げる

ことを目標に引き続き開発を進める。

② 静止気象衛星4号(GMS-4)

・静止気象衛星4号(GMS二4)ほ、我が国の気豪業務の改善及び

気象衛星に関する技術の開発を進めることを目的とした衛星で、 H

￣Iロケット(3段式)により、昭和64年度に静止軌道上東経140

度付近に打ち上げることを目標に開発を行う。なお、この開発に当

たっては、引き続き開発を進める静止気象衛星3号予備衛星の有効

活用を図るものとする。

(3)人工衛星の開発研究

地球資源衛星1号(ERS-1)

能動型観測技術の確立を図る￣とともに、資源探査を主目的に、国土

調査、農林漁業、環境保全、防災、沿岸域監視等の観測を行うことを

目的とする抱球資源衛星1号(ERS-1)にっいて引き続き開発研究

星間国
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を進める。

2.研究

海域及び陸域観測衛星シリーズについては、海洋観測等のための各種セ

ンサによる観測技術及輔弼処理技術の研究並びに資源探査のための情報

解析技術等各種利届分野への応用のための研究を行う。

電磁圏及び固体地球観測衛星シリーズにっいては、電離層観測衛星技術

を一層発展させ、より高度な電磁環境の観測技術の研究を行うとともに、

測地、地殻変動等の分野について、より高精度の測定技術の研究を行う。

気象衛星シリーズにっいては、衛星気象観測技術の国産化及び解析技術

等の研究を行う。

に
J
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Ⅲ 通信の分野の開発計画

1.開発プログラム

(1)人工衛星の運用

① 実験局中容量静止通信衛星(CS)

衛星システムを別、た準ミリ波等の周波数における通倍実験を行.

うこと、衛星通信システムの運用技術の確立を図ること等を目的と

して、昭和5 2年1 2月に打ち上げた実験局中容量静止通信衛星(C

S)「さくち」を運周する。

② 通信衛星2号(CS-2a及びCS-2b)

通信衛星に関する技術の開発を進める・ととも高利用機関に耕す

る通信需要に応じることを目的として、昭和58年2月に打ち上げ

た通信衛星2号トa(CS-2a)「さくち2号-a」及び昭和5 8年8

月に打ち上げた通信衛星2号-も(CS-2も)「さくら芝号置も」を運

用する。

③ 放送衛星2号-a(BS-芝a上

放送衛星に関する技術の開発を進めるとともに、テレビジゴン放

送の難視聴解消等を図ることを目的として、昭和59年1月に打ち

上げた放送衛星2号車包(BS-芝a)「ゆり2号-a」を運届する。

(2)人工衛星の開発

① 放送衛星2号車b(BS-2b)

放送衛星2号置b植S-2b)ほ、放送衛星に関する技術の開発を

進めるとともに、テレビジョン放送の難視聴解消等を図ることを目

的とした衛星で、放送衛星2号場a(BS,■芝a)に生じた不具合に対

する検討を踏まえ、所要の対策を講じたうえで、 N一曲ロケットに

より、昭利60年度に静止軌道上東経1 1 0度付近に打ち上げる。

⑨ 通信衛星3号(CS-3a及びCS-3b)

通信衛星3号(CS-3a及びCS-3も)は、通信衛星2号(CS

-2)による通信サービスを引き継ぎ、また、増大かつ多様化する

通信需要に対処するとともに、通宿衛星に関する技術の開発を進め

星田岳
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ることを目的とした衛星で、 H-Iロケットにより、通信衛星3号

-a(CS-3a)を昭和62年度に、通信衛星3号-b(CS-3b)を・・

昭和6 3年度にそれぞれ静止軌道に打ち上げることを目標に引き続

き開発を進める。

⑧ 放送衛星3号(BS-3a及びBS-3b)

放送衛星3号(BS-3a及びBS-3b)ほ、放送衛星2号(BS

-芝)による放送サービスを引き継ぎ、また、増大かつ多様化する

放送需要に対処するとともに、放送衛星に関する技術の開発を進め

ることを目的とした衛星で、 H-Iロケットにより、放送衛星3号

-a(BS-3a)を昭和63年度に、放送衛星3号-b(BS-3も)を

昭和6 5年度にそれぞれ静止軌道上東経1 1 0度付近に打ち上げる

ことを目標に引き騒き開発を進める。

2.研究

移動体通信・親行衛星ゾ)-ズにらいては、船舶、航空機等の移動体

との通信及び航行援助・管制のための技術、衛星間通信技術並びに衛星

を利用した捜索救難のための技術の研究を行う。

固定逓伝衛星シリーズにっいては、実用を目的とする衛星を考慮して、

通信衛星技術の国産化及び性能向上のための研究を行うoな羊、将来の

増大する通信需要に対処するため、ミリ波帯の電波を利用する通信衛星

技術の研究を行う。

放送衛星シートズにっいては、突崩を目的とする衛星を考癒して、放

送衛星技術の国産化及び性能向上のための研究を行う。

星間国
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Ⅳ 宇宙実験の分野の開発計画

1.開発プログラム

開発

第二次材料実験(FMPT)

スぺ場スシャトルに我が国の科学技術者が搭乗し、宇宙空間の特性を利

用上た材料実験等を行うことを目的とする第一次材料実験(FMPT)を昭

和62年度に実施することを目標に、実験システムの開発を行うとともに

搭乗科学技術者を選抜し、訓練等を行う。

2.研究

材料実験シリーズ及びライフサイエンス実験シー∥-ズにっいては、宇宙

実験に関する技術の研究、地上における基礎実験を行う。

Q
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V 宇宙基地の分野の開発計画

1.開発プログラム

開発研究

宇宙基地計画

米国は、 1 9 9 0年代初期に低軌道の地球同国軌道上に恒久的有人宇宙

基地を国際協力によって建設することとし、我が国を含む諸外国に対し、

予備設計段階(フェーズB)からの参加を求めてきている。この計画は、人

類に宇宙活動の新たな手段を与えるものであり、同時に、国際協力の推進、

宇宙技術の発展、産業活動の宇宙への拡大の促進等重要な意義を有するも

のであると考えられている。

この宇宙基地計画にっいて、予備設計段階(フェーズB)の作業に参加す

るため、前年度までの研究成果を活かし、宇宙基抱取付型実験モジュ∵ル

の予備設計を行う。

2.研究

宇宙基地取付型実験モジュールに係る要素技術の研究及び宇宙基地の利

用に関する研究を行う。

星団岳
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Ⅵ 人工衛星系共通技術の分野の開発計画

1.開発プログラム

人工衛星の開発

技術試験衛星Ⅴ型(ETS-Ⅴ)

技術試験衛星V型(ETS-V)は、 H置Iロケット(3段式)試験機の性

能を確認するとともに、静止三軸衛星バスの基盤技術を確立し、次期実用

衛星開発に必要な自主技術の蓄積を図り、併せて、航空機の太平洋域の洋

上管制、船舶の通信・航行援助・捜索救難等のための移動体通信実験を行

うことを目的とした衛星で、昭利62年度に静止軌道に打ち上げることを

目標に引き続き開発を進める。

2.研究

衛星基礎技術にっいては、衛星の長寿命化、大電力化、機能の高度化等

に備えて、人工衛星の構造及び材料の研究、電子部品の信頼樫向上、太陽

電池の高性能化等の研究を行うとともに、宇宙局電源システム、高精度姿

勢制御システム、電気推進エンジンシステム、能動式熱制御システム、ア

ンテナシステム、アポジモータ、衛星バス、宇宙局軸受、宇宙用マニピュ

レータ、二液式推進系等に関する研究を行う。

また、衛星システムの標準砧部品材料の標準化、国産化を進める。

有人サポート技術については、有人活動のための装置等の調査研究を行
う。

星間間王



Ⅶ 輸送系共通技術の分野の開発計画

1.開発プログラム

ロケットの開発

① Mロケット

Mロケットは、全段に固体燃料を別1るロケットとし、科学衛星の打

上げに利用するものとして開発を行ってきたものであり、今後とも信頼

性が十分に得られる段階まで、宇宙科学研究所にかて引き続き開発を

進めるものとする。

すなわち、 M置3Sロケットの第2段及び第3段モータの改良、第1

段補助ロケットの変更等を行ったM」3S旺ナットについて、昭和

60年度に第1 0号科学衛星(PLANET-Å)を、昭和61年度に第

11号科学衛星(ÅSTRO-C)を、醐63年度に第1 2号科学衛星

(EXOS-D)を、昭和64年度に第1 3号科学衛星(MUSES-Å)

を打ち上げることを目標に引き続き開発を進めるら

② N系ロケット

N置Ⅱロケット

肘-Ⅱロケットは、重量約3き0kgの静止衛星を打ち上げる能力を有

する3段式ロケットであり、 N-串ナットを軸として.、固体補助ロケッ

トの増強、第1段擢進薬タンクの改良、第芝段液体ロケットの高性能化、

誘導制御システムの高精度化等を図ることとして開発を行ってきたもの

である。

このロケットにより、昭利60年度に放送衛星2号置も(BS葛2も)を、

昭和6 1年度に海洋観測衛星1号(MOS-1)を打ち上げることを目標

に引き続き国中ナットの開発を進める。

③ H系ロケット

H細工ロケット

H-工ロケットは、 1985年以降における人工衛星の打上げ需要に

対処するため、重量約5 5 0k8の静止衛星を打ち上げろ能力を有する3

段式ロケットとし、第1段にN-Ⅱロケットの第1段液体ロケットを便

二間「



周するとともに、第2段に液体酸素・液体水素を推進薬とするエンジン

を、第3段に大型固体モータを、また、誘導方式として慣性誘導を採用●、

することとして引き続き開発を進める。

この￣環として、昭和60年度に第2段の飛しょう試験、慣性誘導制

御システムの機能確認等を目的としたH-Iロケット(2段式)試験機を

測地衛星の機能を有するペイロード等を搭載して打ち上げ、また、

昭和61年度に打ち上げることが可能となるよう子偏屈H-Iロケッ

ト(2段式)試験機、

’昭和6 2年度に技術試験衛星V型(ETS-Ⅴ)を打ち上げることを

目標にH置工ロケット(3段式)試験機、

昭和6 2年度に通信衛星3号-a(CS置3a)を打ち上げることを目

標にH一丁ロケット(3段式汗号機、

昭和6 3年度に通信衛星3号-も(CS-3b)を打ち上げることを目

標にH置Iロケット(3段式)2号撥

の開:発を引き続き進める。

更に、

昭和63年度に放送衛星3号-a(BS-3a)を打ち上げることを目

標’にH-Iロケット(3段式)3号撥、

・昭和6 4年度に静止気象衛星4号(GMS置4)を打ち上げることを

目標にH-Iロケット(3段式子4号蟻

の開発を行う。

2.研究

① H-Ⅱロケット

1 9 9 0年代における大型人工衛星打上げ需要に対処するため、 H-

Iロケットの開発の成果を踏まえ、液体酸素・液体水素エンジンを第1

段及び第2段に使用し、これに固体補助ロケット2基を加えた2トン程

度の静止衛星打上げ能力を有するH-Ⅱロケットの研究を行う。

i② ロケット応用技術等

ロケット応用技術にっいては、衛星の複数打上げ、軌道変換技術、固

雪間図星



収技術、ランデブ・ドッキング技術等の研究を行う。

また、液体酸素・液′醐(素エンジンに関する研究、ロケットの誘導制

御の高度化の研究、ロケットェンジンの高空性能に関する研究、古ナッ

トの構造及びロケット局部品材料に関する研究等を行う。

ー13-
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Ⅶ 施設の整備

1・人工衛星及びロケットの開発に必要な施設

(1)海洋観測衛星1号(MOS-1)、技術試験衛星V型(ETS-V)及

び科学衛星の開発のため、既設の試験設備に加えて、衛星に搭載する

観測局機器及び衛星の機能に関する各種試験設備等を整備する。

(2) H」Ⅱロケットの研究のために必要な試験設備及びMロケットの信

頼性の向上に必要な試験設備を整備する。

(3)宇宙開発事業団にかて開発に必要な試験施設設備の整備を行うに

当たっては、大型の装置、各種の機器に共通して使用しうろ大型の施

設等を集中的に配置し、管理、データ処理等を効果的に行っていくも

のとし、関係研究開発機関の共和こ供しうるよう配慮する。

・(4)人工衛星を用いた地球観測システムの研究開発に資するため、リモ

ートセンシング構報受信処理設備を整備する。

2・人工衛星及びロケットの打上げ施設

穫子島宇宙センターに、レンジコントロール系及びレーダテレメータ系

の施設設備を整備するとともに、 H- Iロケット打上げ射点施設設備の整

備等を行う。

また、科学衛星及びMロケットの打上げ施設としてほ、宇宙科.学研究所

鹿児島宇宙空間観’測所内の既設の諸施設を整備する。

3 ∴人工衛星の追跡等に必要な施設

海洋観測衛星1号(MOS置1)、技術試験衛星V型(ETS-V主科学

衛星等の追跡等を行うことを目標に、距離及び距離変化率測定方式等の追

跡施設等を整備し、また、追跡ネットワークの中枢施設となり、衛星の運

用管理及びデータ取得の業務のうち一元的に実施することが適当と認めら

れる業務を行うための施設を筑波宇宙センターに整備する。

また、科学衛星のデータ取得、制御等に必要な施設を整備する。

なお、衛星間通信技術を利用し・た追跡管制システムの研究及びレーザー

光を利用する追跡管制方式の研究を行う。

一間に
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その他の施策

1.研究開発能力の強化

国立試験研究機関等を強化拡充し、その研究の促進を図るとともに、こ

れらの研究と宇宙開発事業団の行う開発との有機的結合を図るため、同事

業団の研究開発業務を強化し、その向上を図る。

2.国際協力の推進

宇宙分野における日米常設幹部連絡会議(SSしG)、日本・欧州宇宙機

関(ESA)行政官会議、日加科学技術協議、海外の宇宙開発関係者の招へ

い等により、宇宙開発の分野における国際協力の強化、推進を図る。

また、国連宇宙空間平和利用委員会における活動、サミット・リモート

センシング会合等を通じて多国間協力を進める。

3.宇宙間藤条約関連措置

「宇宙物体により引き起こされる損害にっいての国際的責任に関する条

約」等の宇宙関係条約の実施が円滑に遂行きれるよう必要な措置をとる。

4.普及啓発活動の強化

宇宙開発に対する国民の理解と協力を得るため、映画、出版物等による

広報、容積展示会、セミナー等を行う。

5.宇宙技術者の養成

宇宙関係技術者の資質向上を図るため、関係機関の職員を海外の大学、

研究機関、行政機関等に派遣する。

● 6・芋粥発推進基盤の整備

我が国の人工衛星等の打上げを輔に実施するため、種子島周辺漁業対
案事業の助成等を行う。

-15臆



Ⅹ 予算

昭和60年度における人工衛星、ロケット等の開発、施設の整備、特別研

究等の推進に必要な宇宙関係予算は、次表のとおりである。

童画圏一

●

●
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昭和60年度宇宙開発関係政府予算案

⑬国庫偵務負担行為限度額

(埠位

●
-

(埠位:百万円) 

省庁 担当機関 事 項 
昭利59年彊 昭和6ク年度 

予 算 額 政府予算案 

科 学 技 術 庁 

研究調整局 宇宙開発委貝会に必要な経費 4g 4“甲 

一般行政に必要な経費 3 3 3之. 

科学技術者の資質向上に必要 4I 41 

な鰹喫 

種子島周辺漁業対鍾事業に必 4 0 7 

400 I 
接な経費 

小 計 ∫コテ 二二二 
振 興 局 一般行政に必要な経費 き 6 

航空宇宙技 航空宇宙技術研究所に必要な ㊨l,D?圭 

主I・テ7 術研究所 漣域等 千Iき 

宇宙開発車 宇宙開発事業団出資及び助成 ⑬∫合,3よ7 ⑬4井,看I8 

柴田 に必要な経費 皐や,3∫舌 三千子∵/ 

政府出資金 政府出資金 

(扮∫争,Jエフ ⑰舌8タダノ矛 

?6ノウP台 ao,テク/ 

政I秤補助金 政府補助金 

ブタエフチ みアユ0 

計’ 

⑯子上,チタ/ ⑲4巳タ/∂ 

拒,Pバ 9/,√8∫ 

ー(了-・



省庁 担当機関 事 項 
昭和5ヲ年度 昭和〆0,年度 

予 算 額 政府予舞案 

文 部 省 

宇宙科学研 特別事業等に必要な経費 ㊥ij,J8` ⑲ 主9Ia 

究所 ヲ,」3∫ ん6Iラ 

大型特別機減軽耀賀 

j,上戸7 0 

計 
⑬ らあgl ⑲ 主テ!8 

( ・/ユ′㌢3書 んfノア 

通 商 

機械情報産 業局 

辛責羨素魚同寺珪素毒_三謡亙 0 Ij 

衰清一重岡環を方窮の諦手間手芸 /,j6J 左J、ぐ」 

」、∴ ぅ十 /.jlj /」6l 

工業技術院 大型工業技術研究開発に必要 ・う0 っ.06J 

虚 業 省 

な経費等 

掌禦墓所の特別研究等に必 7∫ iユ 

ト∴∴∴∴三† ノウで 上I二二、÷ 

計 
′タを〆7 j言を ア0 

運 輸 省 

稲子航法研 究所 

電子航法研究所に必要な経費 

.!⊥b 

薫

∴十 ・ク」上土 

気 象 庁 静止気象衛星業務に必要な経 

6,0あヲ 

㊨ ′J舌ク 

襲 ユ,,エラタ 

計 
ん/7∫. 

㊨⊃,e工手 jノウ17 

郵 政 省 

垂養末文雨 毯狙藩童哩に更亨を葉書 ・0 i舌 

電波研究所 宇宙通信技術の研究開発に必 ㊥ 々Jク 

で-少食 をタダ 瑛な経費 

計 
㊥・4ゴア 

∫ク争) をを? 

合 計 
⑭上方」」を ㊥∫千・?わ 

ノク6,8IO /。よ/6ア 

′ ’
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(参考)昭利60年度宇宙関連政府予算案

の国庫飾務負担行為限度額

(埠位:百万円) 

省庁 担当機関 部 項 
昭利59年度 昭利60牢壁 

・予 算:∴緬 政府予算案 

鮮 察 庁 
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省庁担当機関 ニ康扇 
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昭和59年度 干錨額 
昭和タo年 政府予算ニ 畦 案 
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